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工事写真

発見物

北棟棟札
今回保存修理では取り外していない。 写真は 「旧奥行臼駅逓所古建築調査報告 （平成 21 年
　社団法人北海道建築士会中標津支部）」 より
マツ板、 厚 8 ㎜幅 120 ㎜全長 360 ㎜。  
表 ： （上段） 奉齋　　（中段左） 屋船豊受姫大神　（中段右） 久久能智之大神　（下段右） 食物
衣物住家等世尓在　（下段中） 物乎悉尓始給此乃家産業 （下段右） 乎母守幸賜此止白須
裏 ： 大正九年七月　

南棟棟札　
マツ板、 肩幅　253 ㎜　下幅 224 ㎜　全長 1055 ㎜　厚 21 ㎜、 上下 2 箇所脳天釘止
表 ： （上段） 奉齋　　（下段中） 屋船豊受比賣乃大神　（下段右） 手置帆負乃大神　（下段左）
彦狭知乃大神
裏：（上段）維亍時　（中段右）昭和十六年　（中段左）九月廿四日　（下段中）山崎藤作建之　（下
段右） 請負者　伏見喜代作　（下段左） 大工棟梁　橋本健之助

矩計板図 （一部）
茶の間窓棚板に転用

昭和 16年工事尺棹
（右） 「南棟」 小屋裏物置四分一に転用
（左） 「南棟」 雲筋違に転用
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史 2　初期の奥行臼駅逓所 （大正初期）

史 1　山崎藤次郎氏宅時代 （明治 43年 6月 12 日）　
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史　料

史 6　町文化財指定前の旧奥行臼駅逓所 （昭和 56年）

史 5　「中央棟」 ・ 「南棟」 増改築後の山ト旅館 （昭和 16年）
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史 3　北棟が増築された奥行臼駅逓所 （大正 10年～昭和 5年）

史 4-2　上建物写真の合成

史 4-1　旅館時代の敷地全景 （昭和 5年～ 16年）
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史 13　「中央棟」　仏間 （昭和 16年）

史 14　「南棟」　改築工事中 （昭和 16年）

史 12　前身建物本家棟及び 「北棟」　南より （昭和 15年頃）
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史 8　「北棟」 （昭和初期）

史 7　前身建物玄関 （大正 3年 11 月）

史 11　「北棟」　客室 5 （昭和 15年）

史 9　前身建物玄関 （昭和 15年頃）
史 10　前身建物玄関 （昭和 15年頃）
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